
一
、

問
題
点
の
所
在

黄
道
周
と
沙
孟
海

書
法
審
美
範
疇
語
〈
逍
媚〉

を
め
ぐ
っ
て

書
の
美
し
さ
を
評
す
る
用
語
に
〈
逍
媚〉
が
あ
る。

稿
者
は
既
に

(

1
)
 

「
書
法
審
美
範
疇
語
〈
逍
媚〉
考」

に
お
い
て、

歴
代
書
品
論
に
見

え
る
〈
逍〉
〈
媚〉
〈
遺
媚〉
字
術
語
そ
れ
ぞ
れ
の
用
例
を
検
討
し
て

「〈
逍
媚〉
術
語
形
成
過
程
医」

に
整
理
し、

魏
晋
か
ら
初
唐
で
は
王

(

2
)
 

義
之
の
書
の
称
賛
に、

盛
唐
か
ら
晩
唐
で
は
筆
力
〈
遣
勁〉
と
姿
態

〈
妍
媚〉
に
よ
る
伝
統
書
法
の
批
評
に、

｛木
代
以
降
は
〈
逍
勁
婉
熟〉

と
〈
柔
媚
円
熟〉
が
融
合
し
た
顔
真
卿
の
書
の
称
賛
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
を
論
証
し、
〈
逍
媚〉
は
「

力
強
く
ひ
き
し
ま
っ
た
美
し
さ
（
の

書）」

で
あ
る
と
定
義
し
た。

こ
の
〈
逍
媚〉
を
「

書
字
自
以
逍
媚
為
宗」
と
書
の
要
諦
と
考
え

た
人
に
明
未
清
初
の
黄
道
周
(-
五
八
五
S

一
六
四
六）

が
お
り、

そ
の
黄
道
周
を
「

明
季
書
人
第
一」

と
高
く
評
価
し
た
人
に
沙
孟
海

（
一
九
O
O
S

九
二）

が
い
る。

小
稿
で
は
沙
孟
海
書
《
逢
録
悦
会

(

3
)
 

鼎
手
跛》
な
ど
を
手
懸
り
に
し
て、
沙
孟
海
（
以
下、
沙
老
と
記
す）

が
何
故
に
黄
道
周
を
「

明
季
書
人
第
一」
と
高
く
評
価
し
た
の
か
を

考
察
し
て
み
た
い。

す
な
わ
ち
黄
道
周
が
提
示
し
た
〈
遣
媚〉
を
沙

老
が
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か、

言
い
か
え
れ
ば、

明
末

か
ら
現
代
に
お
け
る
〈
逍
媚〉
に
対
す
る
一
歩
進
め
た
考
察
を
行
う

も
の
で
あ
る。二 、

沙
孟
海
書
《
逢
録
慌
会
鼎
手
祓》

縦
四
O
cm
x
横
一
三
六
em
の
本
書
跡
は、
癸
亥
盛
夏(-
九
八
三）

に
沙
老
（
書
写
時
八
四
歳）

か
ら
稿
者
の
留
学
修
了
記
念
に
頂
戴
し

た
墨
宝
で、
次
の
A
B
C
三
つ
の
段
落
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る。
（
傍

線 、

傍
点
お
よ
び
英
数
字
・

丸
数
字
は
稿
者
が
付
す、

以
下
同
じ。）

A
黄
夫
子
嘗
興
先
文
正
論
書
法
曰、
「

字
以
遺
媚
為
宗 、

加
以
淵

深、

不
墜
桃
靡 、

便
足
上
流 。

衛
夫
人
稲
右
軍
書、

惟
云
洞
精

筆
勢 、

逍
媚
逼
人
而
已゚

虞
栴
而
下、

筆
意
偏
往。

凡
人
オ
姿

河

内

利

治

(70) 
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不
逮

輛
祗
前
人
為
軟
美、

可
歎

也。」

縣
此
観
之
書
法、

自
以
迎

卿
繭
字
為
断 。

沙
老
が、

黄
道
周
と
悦
元
瑞
が

書
を
論
じ
た
一
文
を
抄
録
し
て、

黄
道
周
は
〈
逍
媚〉
二
字
に
基
づ

い
て
書
を
判
断
し
て
い
る
と
考
え

る
一
段
で
あ
る。

よ
っ
て
こ
の
一

段
は
沙
老
の
黄
道
周
観
を
端
的
に

示
す
重
要
な
文
章
で
あ
る。

学
問
の
師
で
あ
る
黄
道
周
先
生

は
嘗
て
先
父
悦
元
蹄
と
書
法
を
論

じ
た
文
章
に、
「

字
は
逍
勁
で
柔

媚
な
風
格
が
要
諦
で
あ
り、

さ
ら

に
雄
渾
で
深
み
と
厚
み
が
加
わ
れ

ば、

軽
く

上
滑
り
な
弱
々
し
さ
を

免
れ、

そ
う
し
て
は
じ
め
て
一
流

（
の
美
の
境
地）

に
達
す
る
こ
と

が
で
き
る。

衛
夫
人
は
王
義
之
の

書
を
称
賛
し
て、

流
利
精
妙
な
筆

勢
が
あ
り、
〈
逍
媚〉

が
人
に
せ

ま
っ
て
く
る
と
言
っ
た。

虞
世
南
や
猪
遂
良
以
降
は、

筆
意
が
偏
っ

て
い
る。

そ
も
そ
も
人
の
オ
智
と
容
姿
は
（
王
義
之
に）

及
ば
な
い

し、

し
ば
し
ば
先
人
を
誹
っ
て
「

軟
美
(
11

柔
媚）」

と
み
な
す
が、

嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ」

と
言
っ
て
い
る。
（
私
11

沙
老
は）

こ
の
一

文
を
読
む
と、

黄
道
周
が
〈
遁〉
と
〈
媚〉
の一
一
字
に
基
づ
い
て
書

を
判
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る。

以
上
が
文
意
で
あ
る
が、
冒
頭
の「
黄
夫
子
嘗
与
先
文
正
論
書
法」

(4)
 

は
次
の
「

与
悦
鴻
宝
論
書
法
三
則」

第
一
則
を
指
し
て
い
る。

①
書
字
自
以
逍
媚
為
宗 、

加
以
渾
深、

不
墜
桃
靡 、

便
足
上
流
芙゚

衛
夫
人
稲
右
軍
害 、

亦
云
洞
精
筆
勢 、

逍
媚
逼
人
而
已゚

虞
猪

而
芯

追
奇
露
艶 、

筆
意
偏
往、

屡
見
蹂
遥 。

頻
柳
織
之、

援

文
舞
錐 、

千
筆
一
意。

自
此
以
還 、

遂
復
顔
撤 、

略
不
堪
観 。

才
姿
不
逮 、

乃
祗
前
人、

以
為
軟
美、

可
暖
也。

宋
時
不
尚
右

軍 、

今
人
大
軽
松
雪 、

倶
為
淫
遁 、

未
得―――口
詮

|
|

内
閣
文
庫
蔵
『

黄
樟
浦
集』

巻
一
九‘
-
＝-
B
頁

悦
会
鼎
（
一
六――-
s

一
七
0
六）

は
十
六
歳
で
諸
生
に
補
せ
ら

れ、

そ
の
後、

先
父
悦
元
瑯
(-
五
九
三
s

一
六
四
四、

謳
文
正、

字
玉
汝 、

号
鴻
宝）

の
命
に
従
っ
て
黄
道
周
に
学
業
を
受
け
た。

そ

れ
ゆ
え
父
が
亡
く
な
っ
た
時、

師
で
あ
り
父
の
畏
友
で
あ
っ
た
黄
道

(5)
 

周
先
生
に
「

悦
文
正
墓
誌
銘」

の
撰
書
を
頼
ん
だ
の
で
あ
る。

悦
会

鼎
こ
そ、

黄
道
周
と
悦
元
蜀
の
二
人
の
間
柄
を
最
も
よ
く

知
る
人
物

(71) 



で
あ
り 、
二
人
の
書
跡
を
数
多
く
見
て
い
た
人
物
で
あ
る 。

B
然
又
言、
「

分
奉
已
難 、
況
乎
兼
檀 ゜
蓋
逍
可
學
至、
媚
自
姿
生。

姿
授
千
天 、
無
法
趨
歩 。
得一
取
覇
傑
者、
弗
貴
也。
今
従
晟

著
権
衡 、
前
為
鍾
太
僻 、
後
為
趙
松
雪 、
位
罹
夫
子
角
立
其
間 、

兄
太
博
而
弟
松
雪 、
定
不
麗
爾 。」

悦
会
鼎
が
〈
逍〉
と
〈
媚〉
を
論
じ
て 、
そ
れ
ぞ
れ
に
定
義
を
下

し 、
黄
道
周
先
生
を
鍾
縣
と
趙
孟
類
の
間
に
併
握
す
る
と
み
な
す一

段
で
あ
る 。

（
悦
会
鼎
は）
そ
し
て
ま
た
言
っ
て
い
る 。
「（〈

遁〉
と
〈
媚〉
の

ど
ち
ら
か一
方
を）
分
け
て
と
り
あ
げ
る
の
は
難
し
い
し 、
ま
し
て

両
者
を
兼
ね
備
え
て
自
由
自
在
に
筆
を
操
る
の
は
も
っ
と
難
し
い 。

思
う
に
〈
遺〉
は
学
ん
で
修
め
る
こ
と
が
で
き
る
が 、
〈
媚〉
は
そ

の
容
姿
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る 。
容
姿
は
天
よ
り
の
授
か
り
も

の
で 、
歩
み
寄
る
す
べ
が
無
い 。
筆
勢
が
や
た
ら
強
い
だ
け
の
「

覇

傑」
は
尊
重
し
な
い 。
今
の
世 、
最
も
権
威
の
あ
る
者
は 、
先
に
鍾

縣
が
お
り 、
後
に
趙
孟
頻
が
い
る 。
師
の
黄
道
周
先
生
の
書
は 、
そ

の
中
間
に
並
び
立
つ
も
の
で
あ
る 。
鍾
絲
を
兄
と
し
趙
孟
類
を
弟
と

し
て
そ
の
あ
い
だ
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は 、
必
ず
し
も
歪
曲
で
は
な

ぃ」
と 。
以
上
が
文
意
で
あ
る
が 、
前
段
は
悦
会
鼎
の
〈
遁
媚〉
解

釈
論
に
な
っ
て
い
る 。
後
段
の
黄
道
周
を
鍾
縣
と
趙
孟
類
の
間
に
並

び
立
つ
者
と
位
置
づ
け
る
見
解
は 、
①
の
「

宋
時
不
尚
右
軍 、
今
人

大
軽
松
雪 、
倶
為
淫
遁 、
未
得
言
詮 。」
を
敷
術
す
る
も
の
で
あ
る 。

但
し 、
①
で
は
黄
道
周
が
王
義
之
の
系
統
と
し
て
趙
孟
顛
を
捉
え

て
い
る
の
に
対
し 、
悦
会
鼎
に
は
黄
道
周
を
王
義
之
で
は
な
く 、
鍾

縣
と
趙
孟
顛
の
間
に
並
び
立
つ
者
と
位
置
づ
け
る
視
点
が
あ
り 、
こ

の
視
点
は
従
来
見
ら
れ
な
い
も
の
だ
け
に
注
目
に
値
す
る 。
確
か
に

伝
来
す
る
黄
道
周
の
多
く
の
楷
書
作
品 、
例
え
ば
東
京
国
立
博
物
館

(

6
)
 

蔵
の
楷
書
《
孝
経》
に
は
鍾
絲
の
味
わ
い
が
色
濃
い 。

加
え
て
前
段
の
〈
道〉
と
〈
媚〉
を
「

逍
可
學
至、
媚
自
姿
生。

姿
授
子
天 、
無
法
趨
歩」
と
定
義
す
る一
文
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る 。

〈
逍〉
は
学
ん
で
修
め
る
こ
と
が
で
き
る 。

〈
媚〉
は
お
の
ず
と
そ
の
容
姿
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る 。
容
姿

は
天
よ
り
の
授
か
り
も
の
で 、
歩
み
寄
る
す
べ
が
無
い 。

こ
の
よ
う
に
〈
逍
媚〉
二
字
を
分
け
て
細
か
く
定
義
す
る
視
点
は 、

こ
れ
ま
た
前
例
が
な
い
か
ら
で
あ
る 。

ま
た
筆
勢
が
や
た
ら
強
い
だ
け
の
「

霧
傑」
は
尊
重
し
な
い
と
い

う
指
摘
も
首
肯
で
き
る 。
清
の
劉
熙
載(-
八―――-
s

八一
）
は 、
〈
士

気〉
と
「

十
二
気」
を
論
じ 、
〈
士
気〉
が
退
け
る
「

十
二
気」
の

な
か
に
〈
兵
気〉
を
挙
げ
た 。
こ
の
〈
兵
気〉
と
同
義
語
を
な
す
の

が
〈
覇
気〉
あ
る
い
は
〈
殺
気〉
で
あ
る 。
こ
れ
は
「

勢
い
激
し
く

(

7
)
 

過
度
に
騎
横
で 、
突
と
し
た
不
穏
の
気」
で
あ
る 。
覇
者・
傑
出
者

に
は 、
そ
の
よ
う
な
傲
慢
な
筆
勢
が
あ
る
と
の
見
解
で
あ
る 。

(72) 



総
じ
て、

侃
会
鼎
の
跛
文
に
見
え
る
〈
逍〉
と
〈
媚〉
の
定
義、

黄
道
周
の
位
置
づ
け、
「

覇
傑」
へ
の
見
解
は、

い
ず
れ
も
注
目
す

べ
き
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い。

c
《
黄
石
齋
壬
申
元
日
詩
墨
迩》
富
似
悦
鴻
賓
者。

悦
氏
子
孫
珍

蔵一
三
日
年、

今
蹄
浙
江
省
博
物
館 。

有
鴻
賓
子
會
鼎
手
跛 、

迄

録
一
段、

奉
胎
河
内
利
治
同
學 。

沙
孟
海
年
八
十
四゚

癸
亥
盛

夏゚
〔
沙
文
若
璽〕

《
黄
石
斎
壬
申
元
日
詩
墨
迩》
の
伝
来
と
落
款
の
一
段
で
あ
る。

現
在
浙
江
省
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
る
《
黄
石
斎
壬
申
元
日
詩
墨
迩》

は、

書
写
時
か
ら
三
百
年
を
経
て、

沙
老
が
賠
長
時
代
に
悦
元
瑯
の

末
裔
か
ら
寄
贈
を
賜
わ
っ
た
と
い
う。

こ
の
書
跡
に
つ
い
て
は、

沙
老
が
別
の
文
章
で
次
の
よ
う
に
書
い

て
い
る。

②
黄
写
的
《
壬
申
元
日》
六
首
詩
墨
迩 、

悦
元
瑯
身
後
落
入
鄭
居

之
手
（
其
人
字
硯
鄭 、

不
詳
姓
名。

箋
尾
鈴
蔵
印
日
「

察
氏
書

印」 、
或
即
其
人） 。

他
配
上
悦
元
瑯
「

痩
雲
肥
雨」
四
大
字
墨
迩 、

合
装
成
冊 、

請
悦
元
瑯
之
子
会
鼎
題
一
篇
長
祓 、

宝
蔵
着 。

不

知
何
年、
此
冊
由
侃
氏
後
人
収
回 、
蔵
子
侃
氏
宗
祠 。

三
百
年
来、

未
曾
出
過
上
虞
県
境 。

直
到
新
中
国
建
立
之
初、

悦
氏
裔
孫
鄭

重
地
捐
献
浙
江
省
文
物
管
理
委
員
会 、

今
蔵
浙
江
省
博
物
館 。

「
悦
元
瑯 、

黄
道
周
書
翰
合
冊」
ー

文
物
出
版
社
《
書

法
叢
刊》
第一
一
五
輯
・一

九
九
二
年
第一
期
／
上
海
書
画
出

版
社
『

沙
孟
海
論
書
文
集』

一
九
九
七
年
収
録

黄
道
周
は
崇
禎
五
年
（
壬
申
・

一
六――――-）
正
月 、
悦
元
蹄
に
《
黄

(

8
)
 

石
斎
壬
申
元
日
詩
畢
迩》
を
書
き
贈
っ
た。

こ
れ
に
は、

悦
元
蹄
の

四
文
字
の
大
き
な
題
字
「

痩
雲
肥
雨」

が
巻
首
に
あ
り、

黄
道
周
小

楷
《
壬
申
元
日
詩》
の
後
に、

悦
会
鼎
が
題
し
た
一
篇
の
長
い
跛
文

が
あ
る。

上
述
の
B
「

分
挙
已
難 、

…
定
不
謳
爾 。」

は
そ
の
抄
録

で
あ
る。

さ
ら
に
沙
老
は
次
の
よ
う
に
書
き
足
し
て
い
る。

③
黄
道
周
「

書
品
論」

有
一
段
話
：
『
…
…

如
欲
骨
力
鱗
絢 、

筋

肉
輔
茂 、

俯
仰
操
縦 、

倶
不
由
人、

抹
察
（
襄）

掩
蘇
（
献） 、

⑬

望
王
（
薮
之）

違
羊
（
欣） 、

宜
無
如
悦
鴻
宝
（
元
瑯）

者。

但
今
肘
力
正
悼 、

著
気
太
渾 、

人
従
未
解
其
妙
耳。』

黄
道
周

極
賛
悦
元
瑯
的
造
詣 、

実
際
上
也
便
是
他
提
出
対
書
学
的
旨
趣

和
方
向 。

這
幾
旬
話
値
得
重
視 。

有
明
一
代
能
移
説
這
話
的
有

幾
人
？
清
代
至
今
能
移
理
解
這
話
的
有
幾
人
？

悦
会
鼎
是
侃
元

瑯
之
子、

拝
黄
道
周
為
師。

他
在
本
冊
跛
文
説
：
「

世
以
夫
子

与
先
公
井
称 。

先
公
遺
過
子
媚 、

夫
子
媚
過
了
遺 。

同
能
之
中、

各
有
独
勝。」
又
説
：
「

今
従
最
著
者
権
衡 、
前
為
鍾
太
博
（
絲） 、

後
為
趙
松
雪
（
孟
頗） 、

位
憐
夫
子
角
立
其
間、

兄
太
博
而
弟

松
雪 、

定
不
諌
爾 。」

歴
史
上
根
少
人
給
予
過
黄 、

悦―
一
家
書



同
前

法
的
評
価、

偶
有
看
到 、

也
多
少
不
中
肯
（
如
宋
榮
比
黄
道
周

与
虞
世
南 、

柳
公
権） 。

悦
会
鼎
親
受
父 、

師
的
薫
陶 、

這
些

話
或
者
有
分
量
的。

節
録
子
此、

供
海
内
外
書
家
参
考。

右
文
中
の
「

苔
品
論」
の
該
当
箇
所
は
次
の
通
り
で
あ
る。

④
行
草
近
推
王
覺
斯 ゜

覺
覚
斯
方
感
年、

看
其
五
十
自
化。

如
欲

骨
力
燐
絢 、
筋
肉
輔
茂 、

挽
仰
操
縦 、

倶
不
縣
人。

抹
察
掩
蘇 、

望
王
逢
羊 、
宜
無
如
悦
鴻
賓
者。

但
今
肘
力
正
悼 、

著
氣
太
渾 、

人
従
未
解
其
妙
耳 ゜

ー
内
閣
文
庫
蔵
『

黄
禅
浦
集』
巻
一
四 、

9
B
頁

沙
老
は
こ
の
「

書
品
論」
の
言
葉
を
引
用
し
た
理
由
を
次
の
よ
う

に
書
い
て
い
る。
「

黄
道
周
は
悦
元
瑯
の
書
の
到
達
し
た
境
地
（
造

詣）
を
激
賞
し
て
い
る。
こ
れ
は
実
は、

黄
道
周
の
書
学
に
対
す
る

意
圏
（
旨
趣）
と
目
標
（
方
向）
を
提
示
し
て
い
る。
こ
の
言
葉
は

注
目
に
値
し
よ
う。

明
代
に
こ
の
よ
う
に
言
え
る
人
物
が
何
人
い
る

だ
ろ
う
か。

ま
た
清
代
に
こ
の
よ
う
に
言
え
る
人
物
が
何
人
い
る
だ

ろ
う
か」
と。

す
な
わ
ち
沙
老
は、

黄
道
周
の
書
の
到
達
す
べ
き
境

地
と
し
て
右
④
「

書
品
論」
の
一
文
を
把
握
し
て
い
る
の
で
あ
る。

ま
た
沙
老
は、

悦
会
鼎
の
跛
文
「

世
以
夫
子
与
先
公
井
称 。

先
公

遁
過
子
媚 、

夫
子
媚
過
子
逍 。

同
能
之
中、

各
有
独
勝。」
と
「

今

従
最
著
者
権
衡 、

前
為
鍾
太
博
（
縣） 、

後
為
趙
松
雪
（
孟
頻） 、
位

置
夫
子
角
立
其
間、

兄
太
偲
而
弟
松
雪 、

定
不
謳
爾 。」
を
引
用
し

て、

侃
会
鼎
の
見
解
を
賞
賛
し
て
い
る。

そ
の
理
由
は、
「

歴
史
上、

黄
悦―
一家
の
書
を
評
価
す
る
人
は
少
な
い。

偶
然
見
た
も
の
の
中
に

は、
い
く
つ
か
首
肯
し
が
た
い
も
の
が
あ
っ
た
（
た
と
え
ば
宋
榮
は

黄
道
周
を
虞
世
南 、
柳
公
権
に
擬
え
て
い
る） 。

悦
会
鼎
は
父
の
薫
陶 、

師
の
薫
陶
を
受
け
て
お
り、
こ
の
言
葉
に
は
あ
る
い
は
重
み
が
あ
る

か
も
し
れ
な
い」
か
ら
で
あ
り、
よ
っ
て
「
こ
こ
に
節
録
し
て、

海

内
外
の
書
家
に
供
し
た
い」
と
結
ぶ
の
で
あ
る。

波
線
部
は
B
の
後
段
に
引
用
し
た
跛
文
で
あ
る
が、

③
の
前
段

の
跛
文
「

世
以
夫
子
…
…

各
有
独
勝」
は、
「

沙
孟
海
書
《
迎
録
侃

会
鼎
手
跛》」
に
見
ら
れ
な
い
箇
所
で
あ
る。

す
な
わ
ち、
「

世
の
中

で
は、

師
黄
道
周
先
生
と
先
父
悦
元
瑯
を
併
称
す
る
が、

父
の
書
は

〈
逍〉
が
〈
媚〉
よ
り
も
多
く、

師
の
書
は
〈
媚〉
が
〈
逍〉
よ
り

も
多
い。

両
者
と
も
〈
道〉
と
〈
媚〉
を
能
く
す
る
が、
そ
れ
ぞ
れ

に
勝
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る」
と
の
見
解
は、

沙
老
が
指
摘
す
る
通
り、

「
こ
の
言
葉
に
は
あ
る
い
は
重
み
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い」
も
の
で

あ
る。

と
い
う
の
も
B
の
前
段
の
〈
逍〉
〈
媚〉
の
定
義
と
併
せ
る
と、

「
重
み
の
あ
る」
〈
逍
媚〉
比
較
論
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
か
ら
で

あ
る。以

上
か
ら、
A
B
C
三
段 ‘

①
S

④
の
文
章
お
よ
び
悦
会
鼎
の
跛

文
を
合
せ
て
考
え
る
と、

核
心
は
次
の
三
点
に
な
ろ
う。
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沙
老
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
黄
道
周
を
重
ん
じ 、
〈
遁
媚〉
を
称
賛

し 、
悦
会
鼎
の
跛
文
を
節
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
そ
の
理
由
は 、

若
い
頃
に
執
筆
さ
れ
た
文
章
に 、
既
に
説
か
れ
て
い
る 。

一
九
二
八
年
に
脱
稿
し 、
一
九
三
0
年
『

東
方
雑
誌』
第
二
七
巻

第
二
号
に
発
表
し
た
論
文
「

近
三
百
年
的
書
学」
に 、
黄
道
周
の
書

に
対
す
る
先
見
的
な
観
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る 。

「
近
三
百
年
的
書
学」
は
八
節
か
ら
な
り 、
そ
の
第
三
節
「

帖
学

以
晋
唐
行
草
小
楷
為、王」
で
は 、
(
A)
二
王
の
範
囲
内
で
活

動
を
求
め
た
董
其
昌 、
王
鐸
等 、
(
B)
二
王
以
外
に
別
の
道
を
切

り
拓
い
た
黄
道
周、
悦
元
瑯 、
沈
曾
植
に
分
か
れ
る 、
と
論
じ
て
い
る 。

⑤
黄
道
周、
字
幼
平 、
一
字
幼
玄 、
号
石
斎 、
福
建
樟
浦
人、
官

礼
部
尚
書 、
武
英
殿
大
学
士、
論
忠
烈 。
明
季
書
家 、
可
以
奪

三 、
沙
老
の
黄
道
周
に
関
す
る
文
章

i
「

与
侃
鴻
宝
論
書
法
三
則」
第一
則
か
ら 、
黄
道
周
の
書
の
要

諦
が
〈
選
媚〉
に
あ
る
こ
と 。

廿
《
黄
石
斎
壬
申
元
日
詩
墨
迩》
の
悦
会
鼎
の
跛
文
か
ら 、
黄
と

侃
は
生
前
よ
り
併
称
さ
れ 、
両
者
と
も
〈
逍〉
と
〈
媚〉
を
能

く
す
る
が 、
そ
れ
ぞ
れ
に
勝
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と 。
ま
た

黄
を
鍾
縣
と
趙
孟
頻
の
間
に
並
び
立
つ
と
位
罹
づ
け
る
こ
と 。

出
沙
老
が
こ
れ
ら
の
見
解
を
激
賞
し 、
踏
襲
し
て
い
る
こ
と 。

玉
鐸
之
席
的 、
ロハ
有
黄
道
周。
黄
道
周
学
問
品
格 、
皆
第一

流 。
他
対
子
書
法 、
要
在
二
王
以
外
兄
辟一
条
路
径
出
来 。
他

大
約
看
厭
了
千
余
年
来
陳
陳
相
因
的
字
体 、
所
以
会
発
這
人ー
弘

應 。
我
佃
看
了
鄭
拘
的
「

書
法
流
伝
図」 、
便
見
到
羊
欣 、
王

僧
虔一
下
的
歴
代
許
多
書
家
都
是
王
義
之一
本
相
伝
的 。
王
競

之
的
字 、
直
接
受
自
衛
家 、
間
接
是
学
鍾
縣
的 、
図
中
対
千
鍾

縣
系
下、
除
却
他
的
児
子
利
外
甥
外 、
更
没
有
嫡
伝
的
人。
黄

道
周
便
大
胆
地
去
遠
師
鍾
絲 、
再
参
入
索
靖
的
草
法 。
波
礫
多 ‘

停
蓄
少．，
方
筆
多 、
円
筆
少 。
所
以
他
的
真
書 、
如
断
崖
蛸
壁 、

士
花
斑
駁．，
他
的
草
書 、
如
急
淵
下
流 、
被
咽
危
石 。
前
此
書

家 、
悧
没
有
這
人ー
奇
景
罷 ゜

ー
上
海
書
画
出
版
社
『

沙
孟
海
論
書
文
集』
一
九
九
七
年

こ
の一
文
の
後
段
で
は 、
黄
道
周
の
書
は
「

王
義
之
か
ら
別
の
道

を
切
り
拓
き 、
…
…

大
胆
に
鍾
絲 、
索
靖
を
遠
く
師
と
仰
い
だ 。
波

傑
が
多
く 、
停
留
が
少
な
い 。
方
筆
が
多
く 、
円
筆
が
少
な
い 。
そ

の
た
め
楷
書
は
断
崖
絶
壁
で
苔
む
す
か
の
よ
う
に
古
色
蒼
然
と
し 、

草
書
は
急
流
が
直
下
し
水
し
ぶ
き
に
岩
石
が
咽
ぶ
か
の
よ
う
に
力
強

い
筆
勢
で
あ
る」
と
論
じ 、
そ
の
用
筆
法
と
書
法
美
を
指
摘
し
て
い
る 。

そ
の
後 、
一
九
七
三
年
に
書
か
れ
た
「

黄
石
斎
商
刻
経
義
手
札
冊

跛」
は 、
「

書
品
論」
と
「

与
喬
柘
田
尺
韻」
の
宋
榮
と
沈
曾
植
の

詩
を
引
用
し
て 、
沙
老
自
身
の
見
解
を
示
す
も
の
で
あ
る 。
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⑥
石
斎
与
侃
鴻
宝 、
王
覚
斯
進
士
同
年 、
在
翰
苑
相
約
学
書 、
各

有
成
就。
石
斎
著
「

書
品
論」
有
云
：
「

行
草
近
推
王
覚
斯 ゜

覚
斯
方
盛
年 、
看
其
五
十
自
化 。
如
欲
骨
力
鱗
詢 、
筋
肉
輔
茂 、

挽
仰
操
縦 、
倶
不
縣
人。
抹
察
掩
蘇 、
望
王
逢
羊 、
宜
無
如
侃

鴻
宝
者。
但
今
肘
力
正
掠 、
著
気
太
渾 、
人
従
未
解
其
妙
耳。」

余
観
石
斎
称
鴻
宝
数
語 、
正
是
自
薪
覇 。
骨
力
四
句 、
尤
関
書

学
旨
要 。
卒
其
所
詣 、
遂
為
明
季
書
人
第一

、
非
偶
然
芙 ゜

ー
上
海
書
画
出
版
社
『

沙
孟
海
論
書
文
集』
一
九
九
七
年

•
•
•
•
•
•
•
•

 

⑦
沈
乙
窟
題
石
斎
与
喬
柘
田
手
札
詩．．
 「
筆
精
政
爾
参
鍾
索 、
虞

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

柳
擬
焉
将
不
倫 。
微
意
祗
応
鴻
宝
会 、
《
擬
山
園
帖》
亦
何
人（
自

注
：

漫
堂
擬
虞
柳 、
非
也） 。」
従
来
評
石
斎
書 、
無
如
此
詩
允

櫃 、
故
憶
録
之。

1
同
前

⑥
の
波
線
部
は 、
③
お
よ
び
④
に
引
い
た
箇
所
で
あ
る
が 、
注
意
す

べ
き
は 、
そ
れ
に
続
い
て 、
沙
老
が
「

私
は
黄
道
周
が
悦
元
瑯
を
称

賛
す
る
数
語
を
観
て 、
こ
れ
こ
そ
正
に
（
黄
道
周
の）
載
需
（
理
想・

志
向）
で
あ
る
と
考
え
る 。
骨
力
の
四
旬
は 、
も
っ
と
も
書
学
の
要

旨
に
関
わ
っ
て
お
り 、
そ
の
到
逹
し
た
境
地
を 、
明
季
書
人
の
第一

と
み
な
す
こ
と
は 、
偶
然
で
は
な
い」
と
断
言
し
て
い
る
点
で
あ
る 。

す
な
わ
ち
「

骨
力
鱗
詢 、
筋
肉
輔
茂 、
挽
仰
操
縦 、
倶
不
絲
人」

の
四
旬
が 、
「
も
っ
と
も
書
学
の
要
旨
に
関
わ
っ
て
い
る」
と
い
う

点
で
あ
る 。

(

9
)
 

「
骨
力
鱗
詢」
と
は 、
「

骨
力」
が
重
厚
で
幽
深
な
味
わ
い
が
あ
る

こ
と
を
い
う 。

「
筋
肉
輔
茂」
と
は 、
「

筋」
と
「
肉」
が
互
い
に
助
け
合
っ
て
充

実
感
が
あ
る
こ
と
を
い
う 。

「
挽
仰
操
縦」
と
は 、
運
筆
を
自
由
自
在
に
操
る
こ
と
を
い
う 。

「
倶
不
縣
人」
と
は 、
上
記
三
句
が
す
べ
て
他
人
に
由
る
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
い
う 。

こ
の
四
旬
を
ま
と
め
る
と 、
〈
骨
力〉
を
し
っ
か
り
と
重
厚
に
し 、

〈
筋
肉〉
で
そ
れ
を
充
実
感
が
あ
る
よ
う
に
輔
佐
し 、
そ
れ
を
自
由

自
在
に
運
筆
し
て 、
そ
れ
ら
が
他
人
の
書
法
に
由
ら
な
い
よ
う
に
す

る 、
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

言
い
か
え
れ
ば 、
「

骨
力
隣
絢 、
筋
肉
輔
茂 、
挽
仰
操
縦 、
倶
不

絲
人」
の
四
旬
は 、
「

字
自
以
逍
媚
為
宗 、
加
以
渾
深 、
不
墜
桃
靡 、

便
足
上
流」
の
実
践
的
解
釈
で
あ
る 。
な
ぜ
な
ら
ば 、
「

骨
力
鱗
絢 、

筋
肉
輔
茂」
と
「

字
自
以
遁
媚
為
宗 、
加
以
渾
深」 、
そ
し
て
「

挽

仰
操
縦 、
倶
不
縣
人」
と
「

不
墜
桃
靡 、
便
足
上
流」
と
が
呼
応
す

る
と
み
な
せ
る
か
ら
で
あ
る 。
そ
も
そ
も
「

骨
力」
と
「

筋
肉」
は 、

人
が
〈
逍
媚〉
と
感
じ
る
書
の
根
本
要
素
で
あ
り 、
そ
れ
に
「

淵
深

（
雄
渾
な
深
み）」
が
加
わ
れ
ば「
輔
茂」
で
き
る
の
で
あ
り 、
「

桃
靡」

に
墜
ち
な
い
よ
う
に
「

挽
仰
操
縦」
す
れ
ば 、
「

倶
不
縣
人」
に
し

て
「

便
足
上
流」
に
な
る
か
ら
で
あ
る 。
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さ
ら
に
一
九
八
0
年
に
書
か
れ
た
「

我
的
学
書
経
歴
和
体
会」
で

は一―
0
代
に
黄
道
周
の
書
と
出
会
っ
た
こ
と
が
回
想
さ
れ
て
い
る。

⑧
看
到
神
州
国
光
社
等
処
影
印
的
黄
道
周
各
体
書、

也
多
用
方
筆 、

結
字
尤
新
奇 、

更
合
我
胃
口 、

我
就
放
棄
王
右
軍
旧
体 、

去
学

黄
道
周。
…
…

廿
三
歳、
初
冬
到
上
海 、
沈
子
培
先
生
（
曾
植）

剛
去
世。

我
一
向
喜
愛
他
的
書
跡 、

為
其
多
用
方
筆
翻
転 、

詭

変
多
姿 。

看
到
他
《
題
黄
道
周
書
讀
詩》
（
即
題
《
与
喬
柘
田

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

 

尺
贖》
詩）
：
「

筆
精
政
爾
参
鍾
索 、
虞
柳
擬
焉
将
不
論。」
（
宋

榮
旧
跛
説
黄
字
似
虞
世
南 、

柳
公
権） 、

給
我
極
大
啓
発、
由

此
体
会
到
沈
老
作
字
是
参
用
黄
道
周
筆
意
上
糊
魏 、

晋
的。

我

就
進
一
歩
去
迫
黄
道
周
的
根 、

直
接
臨
習
鍾
縣 、

索
靖
諸
帖 、

井
且
訪
求
前
代
学
習
鍾 、

索
書
体
有
成
就
的
各
家
字
迩
作
為
借

鑑 、

如
唐
代
的
宋
備 、

宋
代
的
李
公
麟 、
元
末
的
宋
克
等
人
的

作
品 、
都
曾
臨
習
取
法 。

上
海
書
画
出
版
社
『

沙
孟
海
論
曹
文
集』
一
九
九
七
年

文
意
は
次
の
通
り。

神
州
国
光
社
等
が
影
印
す
る
黄
道
周
の
各
書
体

の
書
も、

方
筆
を
多
用
し、

結
字
は
と
り
わ
け
新
奇
で、
さ
ら
に
私

の
好
み
に
合
う
の
で、

王
義
之
の
旧
体
を
学
ぶ
こ
と
を
放
棄
し
て、

黄
道
周
を
学
び
始
め
た。
…
…

二
三
歳
の
初
冬
に
上
海
に
行
く
と、

沈
曾
植
先
生
が
世
を
去
ら
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た。

私
は
ず
っ
と
沈

先
生
の
書
跡
が
好
き
で、
そ
れ
は
方
筆
と
翻
転
を
多
用
し、

字
形
が

変
化
に
富
ん
で
い
る。

沈
先
生
の
《
題
黄
道
周
書
贖
詩》
（《
与
喬
柘

田
尺
贖》
の
題
詩）
に
「「（

黄
道
周
の）
筆
は
精
緻
で
正
し
く
鍾
絲 、

索
靖
を
ま
じ
え
て
お
り、

虞
世
南
や
柳
公
権
に
擬
え
る
の
は
論
ず
る

ま
で
も
な
い」
（
宋
発
の
旧
跛
に
黄
の
字
を
虞
世
南 、

柳
公
権
に
擬

え
る）
と
あ
り、

極
め
て
大
き
な
啓
発
を
受
け、
こ
の
こ
と
か
ら
沈

先
生
の
書
は
黄
道
周
の
筆
法
の
上
に、

魏
晋
を
ま
じ
え
て
い
る
こ
と

を
感
じ
と
っ
た。

私
は
さ
ら
に
黄
道
周
の
根
源
を
迫
い
か
け、

鍾
縣

と
索
靖
の
諸
帖
を
直
接
臨
書
し、
あ
わ
せ
て
歴
代
の
鍾
縣
と
索
靖
の

書
体
を
学
習
し
て
成
功
し
た
各
家
の
書
跡
を
手
本
と
し
た。

例
え
ば

唐
代
の
宋
僧 、

宋
代
の
李
公
麟 、
元
末
の
宋
克
等
の
作
品
は、

す
べ

て
臨
書
し
て
筆
法
を
取
得
し
た。

ま
ず
好
き
な
曹 、

沈
曾
植
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
る。

そ
れ
は
用
筆 、

字
形
か
ら
直
感
的
に
も
た
ら
さ
れ、
そ
の
直
感
（
美

的
経
験）
を
裏
づ
け
る
文
章
（
沈
曾
植
の
祓
文）
と
出
会
う
こ
と
に

よ
っ
て、

黄
道
周
へ
の
嗜
好
が
強
ま
り
（
美
的
態
度） 、

黄
道
周
の

筆
意
の
「

根
（
根
源
・

拠
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ）」
を
求
め
る
た
め

に
鍾
絲 、

索
靖
へ
と
遡
り、
さ
ら
に
鍾
絲 、

索
靖
を
学
ん
だ
諸
家
を

追
究
し
た、
と
い
う
学
書
の
方
法
と
経
緯
が
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る。

す
な
わ
ち
左
の
よ
う
な
流
れ
で
あ
る。

沈
曾
植
↓
黄
道
周
↓
鍾
縣
・

索
靖
↓
宋
僧
・

李
公
麟．
宋
克

軍
要
な
の
は、

単
な
る
嗜
好
に
留
ま
ら
ず、
そ
れ
を
高
め
て
い
く
た
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め
の
言
葉
「（

黄
道
周
の）
筆
は
精
緻
で
正
し
く
鍾
縣 、
索
靖
を
ま

じ
え
て
お
り 、
虞
世
南
や
柳
公
権
に
擬
え
る
の
は
論
ず
る
ま
で
も
な

ぃ」
と
い
っ
た
曹
論
が
必
要
で
あ
り 、
そ
れ
を
信
じ
確
か
め
て
行
く

行
為
（
美
的
実
践・
美
的
表
現）
に
あ
る 。

沙
老
は
稿
者
に「
沈
曾
植
の
七
絶
詩（
右
記
お
よ
び
⑦
⑧
傍
点
部）

は 、
黄
道
周
の
書
法
批
評
の
も
っ
と
も
妥
当
な
も
の
で
あ
る」
と
お

っ
し
ゃ
っ
た 。
こ
の
詩
は
墨
迩
の
跛
文
で
あ
る
の
み
な
ら
ず 、
黄
道

周
の
書
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う 。

四 、
《
黄
石
斎
先
生
尺
贖
真
迩》
諸
祓

伝
来
す
る
黄
道
周
の
書
跡
は
数
多
く 、

序
跛
が
書
か
れ
て
い
る
書

跡
も
多
く
伝
来
し
て
い
る 。
そ
の一
例
と
し
て 、
⑧
の
文
章
に
見
え

る
上
海
商
務
印
曹
館一
九
二
三
年
影
印
《
黄
石
斎
先
生
尺
贖
真
迩》

所
収
「

与
喬
柘
田
尺
贖」
を
採
り
上
げ
て
み
る 。
こ
れ
に
は 、
宋
榮

（一
六
三
五
S一

七一
四、
字
牧
仲 、
号
漫
堂） 、
何
紹
基
(-
七
九

九
s一

八
七
三 、
号
東
洲） 、
張
穆
(-
八
0
八
S一

八
四
九 、
号

石
洲） 、
沈
曾
植
(-
八
五
O
S一

九―――- 、
号
乙
窟） 、
鄭
孝
肖
（一

八
六
O
S一

九
三
八）
と
い
っ
た
大
家
が
跛
文
を
付
し
て
い
る 。

宋
榮
の
政
「

今
観
諸
札 、
正
書
甚
勁 、
渇
筆
復
遁 、
即
専
以
書
法

賞
之。
亦
当
拮
抗
虞
柳 。」
は 、
黄
道
周
の
筆
意
を
虞
世
南 、
柳
公

権
に
擬
え
て
い
る
が 、
沈
曾
植
は
こ
の
説
を
疑
い 、
沙
老
は
上
述
し

審
美

た
よ
う
に
沈
氏
の
見
解
に
賛
成
し 、
宋
説
を
否
定
し
て
い
る 。

範
疇
語
と
し
て
は
〈
勁〉
〈
逍〉
を
挙
げ
る 。

何
紹
基
の
跛
「

余
惟
忠
端
書
法
根
巨
晋
人、
兼
渉
北
朝
剛
勁
之
中 、

自
成
精
熟 、
迎
非
文
（
徴
明） 、
董
（
其
昌）
輩
所
敢
望 。」
は 、
す

で
に
黄
道
周
の
書
は
晋
人
を
基
礎
と
す
る
と
言
っ
て
い
る 。
審
美
範

疇
語
と
し
て
は
〈
剛
勁〉
を
挙
げ
る 。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

 

沈
曾
植
の
詩
跛
「

筆
精
政
爾
参
鍾
索 、
虞
柳
擬
焉
将
不
倫 。
微
意

•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•

 

祗
応
鴻
宝
会 、
《
擬
山
園
帖》
亦
何
人。」
は 、
宣
統
庚
申
(-
九――

0)
八
月
の
作
で 、
審
美
範
疇
語
は
見
ら
れ
な
い
が 、
「（

黄
道
周
の）

筆
は
精
緻
で
正
し
く
鍾
縣 、
索
靖
を
ま
じ
え
て
お
り 、
虞
世
南
や
柳

公
権
に
擬
え
る
の
は
お
か
し
い 。
侃
元
瑯
だ
け
が
そ
の
微
意
を
知
っ

て
お
り 、
玉
鐸
に
も
わ
か
る
ま
い」
と
喝
破
し
て
い
る 。

鄭
孝
肖
の
詩
祓
は 、
庚
申(-
九
二
0)
冬
至
か
ら
七
日
目
に 、
「

書

品
論」
の
言
葉
な
ど
を
用
い
て
作
っ
た
五
十
旬
か
ら
な
る
長
篇
の
五

言
古
詩
で
あ
る 。

忠
端
多
名
迩 、
可
敬
亦
可
愛 。
略
観
近
人
蔵 、
此
巻
宜
為
最 ゜

東
洲
興
石
洲 、
雨
祓
已
云
備 。
乙
粛
為
六
詩 、
逸
韻
朝
奇
騨 ゜

我
観
書
品
論 、
迂
謹
有
殊
致 。
茂
弘
安
石
間 、
逸
少
乃
其
次。

正
坐
書
掩
名、
釣
t
等
能
事 。
學
中
七
八
乗 、
作
書
特
末
藝 ゜

登
堪
濶
長
者、
曾
不
塀
法
意 。
作
書
莫
作
草 、
懐
素
尤
為
腐 ゜

君
賓
典
明
道、
不
草
究
何
凝 。
時
人
解
章
草 、
黄
謝
若
小
異 ゜
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雲
間
周
思
兼 、

獨
往
檀
妙
詣 。

行
草
推
覺
斯、

未
老
鋒
猶
鋭 ゜

未
若
侃
鴻
賓 、

掩
蘇
当
抹
察。

絹
紳
憚
小
楷 、

率
爾
超
筆
勢 。

一
札
才
四
行、

大
書
那
足
貴 。

又
興
鴻
賓
曹 、

持
論
主
遁
媚 ゜

以
此
牧
所
見、

言
行
責
不
背 。

昔
嘗
賭
椿
頌 、

椅
抜
有
古
味。

樟
諏
興
千
文、

天
壌
或
猶
在。

善
書
轄
其
書、

小
技
故
可
婉 ゜

荊
公
賦
顔
碑 、

語
意
絶
相
類 。

吾
生
無
死
所、

鍮
活
視
前
輩 。

猶
期
樹
名
節、

何
用
托
文
字 。

詩
意
は
次
の
通
り。

黄
道
周
に
は
名
跡
が
多
く、

そ
れ
ら
は
尊
敬
し

愛
惜
す
べ
き
も
の
で
あ
る。

近
煩
の
収
蔵
品
を
だ
い
た
い
見
た
が、

こ
の
巻
き
物
を
最
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う。

何
紹
基
と
張
穆
の

二
人
の
跛
文
が、

す
で
に
言
い
得
て
い
る。

沈
曾
植
は
六
首
の
詩
を

作
り、

す
ば
ら
し
い
味
わ
い
は
益
々
奔
放
で
あ
る。

私
（
鄭
孝
肖）

は
「

書
品
論」

を
読
む
と、

謹
直
で
殊
の
ほ
か
趣
が
あ
る。
「

王
導

と
謝
安
の
あ
い
だ
に
位
置
し、

王
義
之
は
そ
の
次
で
あ
る。

坐
を
正

し
（
礼
節
を
重
ん
じ）

て、

書
が
そ
の
名
声
を
覆
い
隠
し、

釣
り
や

狩
な
ど
が
得
意
で
あ
る
（
こ
と
の
方
が
伝
わ
る） 。

そ
れ
ら
は
学
問

上
の
七
番
か
八
番
の
些
事
で
あ
り、

書
を
書
く
こ
と
は
そ
の
な
か
で

も
末
芸
で
あ
る」
と
い
う。

ど
う
し
て
書
に
長
じ
る
者
を
汚
し、

筆

法
や
筆
意
が
解
ら
な
い
こ
と
に
耐
え
ら
れ
よ
う
か。

書
を
書
い
て
も

草
書
を
書
い
て
は
な
ら
な
い。

懐
素
は
も
っ
と
も
ひ
ど
い
例
で
あ
る。

司
馬
光
と
程
願
は、

草
書
に
ど
の
よ
う
な
弊
害
が
あ
る
か
を
追
究
し

(

10
)
 

な
か
っ
た。

今
の
人
は
章
草
を
理
解
し
て
も、

黄
道
周
と
謝
肇
剃
が

や
や
異
な
る
と
す
る
ぐ
ら
い
で
あ
る。

董
其
昌
は
ひ
ろ
く

思
い
兼
ね 、

絶
妙
な
境
地
を
独
り
占
め
し
た。
「

行
草
は
王
鐸
を
推
奨
す
る。

ま

だ
老
い
て
い
な
い
の
に
筆
鋒
が
鋭
い。
（
王
鐸
は）
悦
元
蹄
に
及
ば
ず、

（
悦
元
瑯
は）

蘇
献
や
察
襄
を
超
え
て
い
る」
と
も
い
う。

官
僚
た

ち
は
小
楷
を
嫌
い、

思
う
が
ま
ま
筆
勢
を
追
い
か
け
て
い
る。

一
通

の
手
紙
は
わ
ず
か
四
行、
大
字
は
珍
重
す
る
に
足
ら
な
い。

ま
た「
侃

元
瑯
に
送
っ
た
手
紙
で
は、

論
を
立
て
て
〈
逍
媚〉
を
主
張
し
て
い

る。」
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
見
て
き
た
も
の
を
考
え
る
と、
本
当
に（
黄

(

n
)
 

道
周
は）

言
行
が
乖
離
し
て
い
な
い。

か
つ
て
そ
の
「

椿
頌」

を
見

た
が、

才
能
が
傑
出
し
て
い
て
古
味
が
あ
っ
た。
「

樟
識」

と
「

千

(12)
 

字
文」

は、

こ
の
世
に
ま
だ
有
る
の
だ
ろ
う
か。

書
を
善
く
す
る
者

は
そ
の
書
を
軽
ん
じ
る
し、

小
技
は
こ
と
さ
ら
恥
じ
る
も
の。

王
安

(

13
)
 

石
が
顔
真
卿
の
碑
拓
を
詩
に
詠
じ
た
が、

語
意
が
と
て
も
よ
く

似
て

い
る。

わ
た
し
に
は
死
に
場
所
が
な
い、

愉
快
に
暮
ら
し
て
先
人
と

比
べ
よ
う。

名
節
を
う
ち
た
て
る
の
に、

ど
う
し
て
文
字
に
託
す
必

要
が
あ
ろ
う
か。

本
詩
は
一
見
し
て、

鄭
孝
晋
が
黄
道
周
の
占
論
を
熟
読
し
て
い
た

こ
と
が
よ
く

解
る
詩
で
あ
る。
「

又
与
鴻
宝
書、

持
論
主
逍
媚」

の

旬
は、

冒
頭
に
引
用
し
た
沙
孟
海
書
《
追
録
悦
会
鼎
手
跛》
A
す
な

わ
ち
「

与
悦
鴻
宝
論
書
法
三
則」

第
一
則
の
①
に
他
な
ら
ず、
〈
遁
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《
迄
録
侃
会
鼎
手
跛》
は、

沙
老
自
身
が
黄
道
周
の
書
を
如
何
に

理
解
し
て
い
る
か
の
研
究
史
料
で
も
あ
っ
た。

と
い
う
の
も、

黄
道

周
の
書
論
に
あ
る
〈
遺
媚〉
を
要
諦
と
す
る
箇
所
を
書
写
し、

悦
元

瑯
の
長
子
侃
会
鼎
の
跛
語
の
〈
逍
媚〉
の
定
義
を
抄
録
す
る
の
み
な

ら
ず、

同
時
に
沙
老
が
追
究
し
た
黄
道
周
か
ら
鍾
縣
・

索
靖
を
基
軸

と
す
る
章
草
の
風
趣
が
あ
る
書
跡
で
も
あ
る
か
ら
で
あ
る。

言
い
換

え
れ
ば
黄
道
周
が
要
諦
と
し
た
〈
逍
媚〉
が、

沙
老
個
人
の
美
意
識

(14)
 

の
基
盤
と
な
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る。

沙
老
は
黄
道
周
を、

書
道
史
の
観
点
か
ら一一
王
と
は
別
系
統
の
道

を
切
り
拓
き、
「

明
季
書
人
第一
」

と
高
く
評
価
し
た
が、

そ
れ
は

単
な
る
史
実
の
指
摘
に
留
ま
ら
ず、
〈
逍
媚〉
を
風
格
の
基
盤
と
す

る
別
の
書
法
審
美
の
系
譜
を
切
り
拓
い
た
か
ら
で
も
あ
っ
た
と
言
え

よ
う。最

後
に、

現
代
の
西
洋
美
学
に
は、

1
ポ
ス
ト

分
析
美
学、

2
多

元
化
文
化
主
義、

3
マ
ル
ク
ス
主
義
と
文
化
批
評 、

4
実
用
主
義
芙

学
の
四
つ
の
基
本
的
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
る
が、

1
ポ
ス
ト

分
析
芙

五 、

小
結

媚〉
を
論
じ
た
こ
と
に
焦
点
を
当
て
て
作
句
さ
れ
て
い
る。

波
線
部

は
「

書
品
論」

か
ら
の
引
用
で
あ
る
が、

見
方
を
変
え
れ
ば、
「

書

品
論」

を
基
本
に
他
の
害
論
を
加
え
て
作
詩
し
て
い
る
と
も
言
え
る。

学
の
重
要
な
問
題
が
「

何
が
美
学
で
あ
る
か」
で
は
な
く、
「

美
学

(15)
 

は
何
が
で
き
る
か」

に
あ
る
と
す
る
考
え
方
は、

東
ア
ジ
ア
の
書
美

の
探
求 、

解
明
に
も
当
て
は
ま
ろ
う。

す
な
わ
ち
「

書
法
美
学
（
書

法
審
美）

の
研
究
は
何
が
で
き
る
か」
で
あ
る。

本
稿
は
そ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
考
察
を
行
っ
て
き
た。

今
後
も
美
学
の
視
点
か
ら
書
を

分
析
し
た
い
と
考
え
て
い
る。

注
(
1)

拙
稿
「

書
法
審
美
範
疇
語
〈
遺
媚〉
考」

書
学
書
道
史
学
会
編

『
書
学
書
道
史
研
究
10』
五
七
頁
1

七
四
頁 、
二
0
0
0
年
九
月
三
O
H

発
行
所
収 。
そ
の
後
『

書
法
美
学
の
研
究』
四
九
頁
11

0
二
頁 、
汲

古
書
院 、
二
0
0
四
年
六
月
発
行
に
収
録
し 、
「

寄
法
審
芙
苑
峙
語
II

逍

媚“
考
釈」

『
漢
字
書
法
審
美
範
疇
考
釈』
四一
頁
1

九
0
頁 、

上
海
社
会
科
学
院
出
版
社 、
二
0
0
六
年
五
月
発
行
に
も
収
録
し
た 。

(
2)
〈
逍
媚〉
の
初
出
は
何
延
之
『

蘭
亭
記』
の
「

蘭
亭
…
… 、

逍
媚
勁
健 、

絶
代
更
無 。」
で
あ
る。

(
3)
本
稿
は
平
成
二
三
年
二
月
九
日
に
川
越
女
子
裔
等
学
校
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
埼
玉
県
高
等
学
校
書
道
教
育
研
究
会
に
お
け
る
講
演
「

書
法

の
美
意
識

沙
孟
海
と
黄
道
周
の
〈
遺
媚〉
を
め
ぐ
っ
て」
を
基
に

加
筆
訂
正
し
た
も
の
で
あ
る。
ま
た
本
稿
に
先
立
ち
次
の
三
篇
の
文
章

を
発
表
し
て
い
る。

1
「

緬
懐
導
師
沙
孟
海」

《「
百
年
名
社・
千
秋
印
学」
国
際
印
学

(80) 



研
討
会
論
文
集》
三
九
五
頁s
四
0
0
頁 、

西
治
印
社
出
版
社、
ニ

0
0
三
年一
0
月。

2
「

恩
師
沙
孟
海
先
生
筆
《
追
録
悦
会
鼎
手
祓
一
段》」

『
大
東
文

化
大
学
紀
要
〈
人
文
科
学〉』
第
四
二
号、
一
五一
頁
S一

六
0
頁 、

二
0
0
四
年
三
月。

3
「

沙
孟
海
和
黄
道
周
ー

〈
逍
媚
為
宗・
加
以
渾
深〉」

浙
江
省
書

法
家
協
会
編
《「
沙
孟
海
論
壇」
匿
中
国
書
法
史
学
国
際
学
術
研
討
会

論
文
集》
一
九
三
頁
S一

九
九
頁 、

浙
江
古
籍
出
版
社、

二
01
0

年
九
月。

な
お
二
01
0
年
の一
年
間
は
「

沙
孟
海
先
生
誕
辰―
1
0
周
年」
紀

念
年
で、

杭
州
を
中
心
に
研
討
会
の
ほ
か
多
く
の
交
流
活
動
や
展
覧
会

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
お
き
た
い。

(

4

)

拙
稿
「

黄
道
周
の
書
論」

『
中
国
文
化』
漢
文
学
会
会
報
48
号、

一
九
九
0
年
所
収
参
照。

(

5

)

拙
稿
「

悦
元
瑯
と
黄
道
周

応
酬
詩
と
墓
誌
銘
を
中
心
に」

『
中
国
文
化』
60
号、
―1
0
0
二
年
所
収
参
照。

(

6

)

拙
稿
「

黄
道
周
獄
中
手
書
《
孝
経》
考」

『
中
国
文
化』
59
号、

―1
0
0一
年
所
収
参
照。

(

7

)

拙
稿
「

劉
熙
載
の
書
品
論
（
下）

〈
力〉
〈
気〉
字
術
語
考」

『
書
法
芙
学
の
研
究』
一
六
七
頁s
二
0
三
頁 、

お
よ
び
『

漢
字

書
法
審
美
範
疇
考
釈』
一
四
七
頁
S一

七一一
頁
を
参
照
さ
れ
た
い。

(

8

)

《
黄
石
斎
壬
申
元
日
詩
堤
迩》
は、
《
楷
書
詩
翰
冊》
ま
た
は
《
侃
元
娩 、

黄
追
周
書
翰
合
朋》
と
も
呼
ば
れ
て
い
る。
《
楷
沓
詩
翰
冊》
と
す
る
の

は、

上
海
人
民
芙
術
出
版
社
《
芸
苑
扱
英》
第一
八
期
(-
九
八
二
年

十
月、

浙
江
省
博
物
館
蔵
品
特
輯
号）
で
あ
り、

沙
孟
海
題
字
《
浙
江

省
博
物
館
蔵
品
選》
も
同
じ
で
あ
る。
《
悦
元
蹄 、

黄
道
周
書
翰
合
冊》

と
す
る
の
は、

文
物
出
版
社
《
書
法
叢
刊》
第
二
五
輯
(-
九
八一
年

三
月）
で
あ
る。

(

9

)

〈
骨
力〉
は
精
神 、

内
面
か
ら
発
す
る
「

骨
格
の
筆
力」
で
あ
り、
運

動
性
を
感
じ
る
表
現 、

構
成
の
本
体
で
あ
る。
〈
筋
肉〉
は
〈
筋〉
と

〈
肉〉
の
相
対
関
係
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ、

運
動
性
を
感
じ
る
表
現 、

構

成
の
要
素
で
あ
る。

拙
著
『

書
法
美
学
の
研
究』
お
よ
び
『

漠
字
書
法

審
美
苑
麒
考
釈』
を
参
照
さ
れ
た
い。

(
10)
謝
肇
渕
(-
五
六
七
？
s-

六
二
四
？）
は
明
末
の
学
者。
字
は
在
杭 、

号
は
小
草
斎 、

福
建
長
楽
の
人。

博
学
多
オ
で
『

五
雑
組』
他
を
著
わ
す。

『
小
草
斎
集
小
伝』
に
は
「

草
書
は
張
芝 、
行
書
は
玉
義
之
の
よ
う
だ」

と
評
し
て
い
る。

(
11)
「

棺
頌」
は
例
え
ば
故
宮
博
物
院
蔵
「

熔
頌
巻」
（
崇
禎
八
年・
紙
本・

行
書）
が
伝
来
す
る
（
榮
賓
齋
出
版
『

中
国
書
法
全
集
56
黄
道
周』
一

九
九
四
年
所
収） 。

(
12)
「

樟
識」
と
「

千
字
文」
は
と
も
に
不
詳 。

侯
真
平
著
『

黄
道
周
紀
年

著
述
書
画
考』
履
門
大
学
出
版
社一
九
九
四
年
出
版
に
も
見
え
な
い。

(
13)
「

呉
長
文
新
得
顔
公
壊
碑」
（
中
華
書
局
『

宋
詩
紗』
一
の
「

臨
川
詩

紗」
所
収）
を
指
す
か。

原
詩
は
古
詩
で
次
の
通
り。

魯
公
之
書
既
絶
倫 、

歳
久
更
為
所
珍 。

荒
壇
壊
家
朽
崖
屋 、

剥
落
風
雨

埋
煙
塵 。

断
碑
敷
尺
誰
所
得、

貼
蓋
入
紙
完
如
新。

延
陵
公
子
好
事
者 、

拓
取
持
寄
情
相
親 。

六
書
築
猫
敷
雙
改 、

訓
詰
後
世
多
失
員 。

誰
初
妄

整
妍
興
醸 、

坐
使
學
士
努
骸
筋 。

堂
堂
魯
公
勇
且
仁 、

出
遇
世
難
親
鰹
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綸

揮
嘔
卓
榮
又
驚
俗 、

登
亦
以
此
誇
常
民 。

但
疑
技
巧
有
天
得、

不

必
勉
強
方
通
神 。

詩
歌
甘
棠
美
召
伯 、

愛
惜
蔽
苗
由
思
人。

時
危
忠
誼

常
恨
少 、

賓
此
勿
復
令
埋
埋 ゜

(
14)
な
お
〈
逍
媚〉
と
類
似
す
る
〈
剛
健
綱
婦〉
を
用
い
て
書
を
評
す
る

場
合
が
あ
る。

例
え
ば
姜
寿
田
「

含
剛
健
綱
婦
為一
体

曽
国
藩
的

者
法
芸
術」

上
海
冑
画
出
版
社
『

書
法』
ニ―
0
三
年
二
月
号、

二
六
頁
S

三
0
頁
が
そ
れ
で
あ
る。

姜
氏
は
曽
国
藩
(-
八―
-
s­

八
七
二）
の
書
を、
「

そ
の
書
は
沈
鬱
雄
挫 、

骨
力
内
蘊
に
し
て
逍
媚
を

失
せ
ず」
と
評
し
て
い
る。
よ
っ
て、
〈
逍〉
を
〈
剛
健〉
に、
〈
媚〉

を
〈
剃
婦〉
に
置
き
換
え
て
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う。

と
い
う

の
も
「

骨
力
隣
絢」
に
し
て
〈
遺〉
に
な
り、
〈
剛
健〉
に
な
り、
「

筋

肉
輔
茂」
に
し
て
〈
媚〉
に
な
り、
〈
剃
婦〉
に
な
り
得
る
か
ら
で
あ
る。

図
示
す
れ
ば
左
の
通
り。

〈
逍〉
I
「

骨
力
隣
絢」

ー
〈
剛
健〉

＼

／

 

〈
遁
媚〉

〈
剛
健
剃
媚〉

／

＼

 

〈
媚〉
ー
「

筋
肉
輔
茂」
ー

〈
剃
媚〉

さ
ら
に
〈
剛
健〉
と
〈
銅
婦〉
以
外
に
も
〈
陽
剛〉
と
〈
陰
柔〉 、
〈
豪
放〉

と
〈
婉
約〉 、
〈
沈
着
痛
快〉
と
〈
優
悠
不
迫〉
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
門
脇
廣
文
氏
と
の
共
訳
「

成
復
旺
著
・

中
国
人
民

大
学
出
版
社
『

中
国
美
学
範
疇
辞
典』
引
論
·

訳
注」

大
東
文
化

大
学
『

漢
學
會
誌』
第
四
十
帷 、
二
0
0一
年
三
月、
一
六
七
頁
所
収

の
「
闘」
お
よ
び
拙
稿
「

美
的
範
疇
と
「

書」」

大
東
文
化
大
学
人

文
科
学
研
究
所
報
告
書
『

中
国
美
学
範
疇
研
究
論
集』
第一
集、
二
0

一
三
年
三
月、

照
さ
れ
た
い。

(
15)
中
国
美
学
研
究
班
報
告
「

現
代
西
洋
美
学
の
四
つ
の
傾
向」

大

東
文
化
大
学
『

人
文
科
学
研
究
所
所
報』
め
17 、
二
01
―
年
三
月
所
収。

（
大
東
文
化
大
学）

1
0一
頁
所
収
の
「

中
国
美
学
範
疇
語
体
系
圏」
を
参

(82) 




